Thirty Years after Ratification of the CEDAW:Commitment of Japanese Government to International Society by 林 陽子
女性差別撤廃条約批准 30年　　141







































































































































































ジ ュ メ を 見 て い た だ く と お り，Committee on the Elimination of 
Discrimination Against Womenの頭文字を取って CEDAWと呼ばれていま
す。なお，この委員会の設立根拠となっているのが女性差別撤廃条約であ




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　それから，お 2人目の方で UN Womenで働きたいという希望を持って
いらっしゃるというのは素晴らしいです。ぜひ初志貫徹して欲しいと思い
ます。UN Womenというのは国連の中にあるさまざまなジェンダー組織
のうち主なものが 4つ統合した，国連の中でのジェンダーに関するシンク
タンクです。国連の政策立案にもかかわり，国連加盟国に対するいろんな
ポリシードキュメント（これからの男女平等政策はどうあるべきという文書）
を作り，現地でプロジェクトを行うというようなさまざまな活動をしてい
ます。
　私はこういったところに日本の女性，女性だけではなく男性も出ていっ
て国連職員として働いていくことが国際貢献として大変重要なことだと思
っています。
　私は今年の 2月に委員長になり，委員会が 3週間ありますがその初日に
選挙で委員長になり 3週間一応議長として采配を振るって帰って来たので
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すが，まだ 1会期しかやっておらずなかなか委員長としての自覚と言われ
ても足りない点があるのですが，私自身はまず自分が法律家であるという
ことに誇りを持っており，法律家として法の支配や普遍的な価値としての
人権を守るということをいかにして条約機関を通じて実現していくかとい
うことを常に考えています。
　世界各国を見ていると人権侵害がない国，女性が差別されていない国は
ないのです。これは世界中どこも同じにあります。ただ，何が違うかと言
うと，最終的に司法で救済を受けられるのかどうか，受けられるのにどの
くらい時間がかかるか，内容がどのくらい充実しているかというところが
人権先進国と後進国では決定的に違います。
　委員長としての心がまえですが，“長”と名の付く人は独裁をするので
はなく，みんなのそれぞれの意見を聞いてなるべくコンセンサスを取って
議事を進めていこうというのが当面の私の目標です。
　次の 3人目の方のご質問は，男性が多くの女性が外で働き始めている事
態に無関心ではないかと。どうやったら男性に女性がおかれている状況に
ついての理解を得られるようにすればいいかという趣旨のご質問だと思い
ます。
　それはほかのご質問とも関係すると思いますが，やはり私は自分と違う
バックグラウンドの人との対話ということがとても大事で，相手がおかれ
た立場を理解するということを学校の中・家庭の中・地域の中でも教育を
通じてやっていくことがとても大事だと思います。
　今日の午前中，列国議員連盟の会議に出ていたというお話を先ほどしま
したが，アフリカやラテンアメリカを含めいろんなところから来ている人
たちの話をずっと聞いていたのでまだ頭の中が嵐のようになっています
が，今世界中でどういうことが起こっているかと言うと，先進国も途上国
も不景気で経済不況です。若者に職がないわけです。そうすると職のない
若者たちにどういうことが起こるかと言うと，国家に対して恨みを持つよ
うになり ISのような過激主義に走るので，それをどうやったら止められ
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るかということが，イスラム諸国だけではなくどの国でもテロと若者の関
係をどうやったら断つことができるかといったことが大きな課題でした。
　日本はまだそういった状況がそのままあるわけではないのですが，対立
をなくしていく鍵は何かと言うと私は最終的には教育の問題だと思いま
す。寛容さ，toleranceです。相手が置かれた立場に対する理解や，そう
いった文化をどうやって作っていくことができるかという意味では，私は
大学の果たす役割は非常に大きなものがあると思います。
　それから，次のご質問に移らせていただきます。男女平等を目指すにあ
たって数値目標を作るのは悪いことではないが，それだけでは枠組みは変
わらないのではないかというご趣旨のご質問だったと思います。私もその
ご意見には賛成致します。ただ，その数値目標も大事なのです。女性差別
撤廃委員会が今日本政府に言っているのは，ちゃんと数値目標と時限を区
切ったポジティブアクションを実行しろということです。ただ単に上場企
業は女性取締役を最低 1人任命してくださいということではなく，最終的
にどういう目標を目指してそれをいつまでに実現して，理想的に言えばそ
れが実現しなかった場合のペナルティがついた上での数値目標があるとい
うことと，それをやった結果どういう社会を新しく私たちが作っていきた
いのかという青写真を出していく必要があると思います。
　早稲田大学ロースクールの女性法曹輩出促進プロジェクトも素晴らしい
試みだと思いますが，では一体女性が法曹界に入ることは司法の質をどう
いうふうに変えていくのかという議論と一緒にやっていかないと，数値目
標を決めて女性が 3割になりました， 4割になりましたということだけで
は非常に価値が小さいものになってしまうと思います。もちろん石田先
生，浅倉先生は十分それはご存知の上で取り組まれていると思いますが，
まさに planet 50─50になったら地球上がどういうふうに変わるのかという
青写真と一緒に数値目標を動かしていく必要があると思います。
　それから次のご質問に移らせていただきます。国籍法が変わって夫婦両
系主義になりました。これは少し法律的な専門の話になりますが，その後
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国際結婚をめぐってはいわゆる胎児認知と言って結婚していない男女の間
で赤ちゃんがお腹の中にいる時にお父さんが認知をすれば国籍が取れます
が，生まれてからの認知だと取れないという問題がありました。それにつ
いて平成20年（2008年）に最高裁の大法廷判決で違憲の判断が出た結果，
私自身は国際結婚をめぐる法律上の差別，少なくとも男女差別というのは
現在ないと考えています。
　それから次の質問で，委員会の写真をご覧になってジェンダーアンバラ
ンスで22対 1ですのでそれをどう思いますかというご質問をいただきまし
たが，私もこれは由々しい事態だと思っております。ただ，先ほど国連に
9つ主要な人権条約があるとお話しましたが，全体の委員会を見るとまだ
まだやはり男性が圧倒的に委員として多いのです。特に拷問禁止委員会と
か刑事司法にかかわる部分は男の分野・伝統と考えられております。国連
の職員の間にも人権の花形というのは刑事司法だという意識があるのでは
ないかと思います。死刑や拘禁，政治犯に対する拷問が人権の中心課題と
捉えられる傾向にあります。
　この委員の男女比はよく問題になりますが，女性差別撤廃委員会からの
反論としては，もしそれを言うのだったらほかの委員会をまず男女平等に
してから CEDAWの女性が多すぎるという話をしてほしいと言っていま
す。アリス・エドワーズというイギリスの学者が女性差別撤廃委員会につ
いて書いた論文を読みましたが，これからは各国が委員の候補者を指名す
る時，（先ほどお話したように候補者指名は政府がするので）一度女性を指名
した国は次を男性，今男性を指名している国は次を女性の候補者を指名す
るようにというルールを作ったらどうかと提案しています。それは面白い
と思います。そうするといろいろな委員会での男女比が逆転し，男性も女
性差別撤廃委員会に来るし，女性も拷問禁止委員会に行くという現象が起
こるのではないかと思います。
　それから最後のご質問で夫婦別姓が実現した場合に子どもの姓がどうな
るのかということについてどういった議論がされているかということで
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す。今日は民法の棚村先生が来てくださっていますので代わりにお答えい
ただきたい感じがしますが，法務省の中で民法改正について要綱・法案が
一応できています。ただ法務省の段階で準備しましたが自民党内閣が国会
には出さないという状況で止まってしまっています。子どもの氏をどうす
るかについては，婚姻届を出す際にあらかじめもし子どもが生まれた場合
にどちらの姓にするということをその段階で届け出をするという案です。
石田：もう一点，条約が性差別一般ではなく，女性差別撤廃という形で存
続しているのはなぜか，という質問がありました。
林：失礼しました。そこが大変重要な質問です。これはやはりこの条約が
1970年代にできたという歴史的な制約があります。というのは，人種差別
撤廃条約はあらゆる人種差別を禁止しているのです。だから，黒人であ
れ，白人であれ，ラテンアメリカ人であれ，アフリカ人であれ差別しては
いけない。ところが女性差別撤廃条約は性差別ではなく，Discrimination 
Against Womenで女性差別撤廃条約です。ところがその後にできた障害
者の権利条約や子どもの権利条約というのは，子どもに対する差別の禁止
や障害者と健常者における平等ということを言わないで全的な存在として
の 1人の人間としての子ども， 1人の障害者としての障害を持った人の権
利を保護するという立場になっています。
　女性差別撤廃条約ができた時代は，まだそこまでの人権についての議論
が進化していなかったので，私たちは“近代法のリベラルアプローチ”と
呼んでいますが，Aさんと Bさんを比べて格差があれば差別，そうでな
ければ平等といった形式的なところにとらわれているということと，当時
はまだジェンダーという言葉が流布されておらず，男性や性的マイノリテ
ィは度外視して女性に対する差別についてだけの条約を作ったという経緯
があると思います。
石田：林陽子先生， 1つ 1つ丁寧に回答していただきありがとうございま
した。それでは時間も迫ってまいりました。最後にもう一度浅倉先生の方
から総括のコメントをいただきたいと思います。お願い致します。
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浅倉：今日はどうもありがとうございました。大変活発な質疑応答でさら
にクリアになったと思います。最後で時間がありませんので一言だけ申し
上げます。
　ロースクールが発足した平成16年（2004年）から林陽子さんは法務研究
科で教べんをとられていたのですが，その時に多くの大学が理想に燃えて
いたのは非常に幅広い教養と豊かな人間性を備えた法曹教育ということで
した。ジェンダー法学というのはそのための必須の科目であるというそう
いう理想に燃えてスタートしました。この間，全国のロースクールは制度
的にも非常に難しい局面に直面しているのですが，早稲田大学としてはこ
ういう形で一貫して今後とも充実した内容のジェンダー法という授業・講
義に力を入れていきたいと考えています。
　今現在，早稲田では， 6人の専任教員と，林さんを含めて 2名の実務家
の方に関与していただき，オムニバスのジェンダー法学というのを前期・
後期 2回ずつ提供しています。ですので，今日皆さん，ここにお集まりい
ただいた方々がどうぞジェンダー理論やジェンダー学に興味を持っている
学生の方々がおられるのではないかと思うのですが，ぜひ早稲田大学のロ
ースクールに入ってジェンダーセンシティブな法曹になるということを私
たちと共に追求していただきたいとぜひお願いしたいと思います。私たち
教員も良いジェンダー法教育を提供する努力を続けていきたいと考えてい
ます。今日はどうもありがとうございました。林先生に拍手をお願いしま
す。
石田：林陽子先生，浅倉むつ子先生，ありがとうございました。それでは
最後に早稲田大学男女共同参画担当理事，社会科学総合学術院教授であら
れる畑惠子先生より閉会のお言葉をいただきます。お願いします。
畑：畑でございます。林先生，きょうは大変刺激的で貴重なご講演をあり
がとうございました。それから浅倉先生，石田先生，法務研究科の先生
方，このような機会を全学に開放してくださいましたことを御礼申し上げ
ます。
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　男女共同参画推進担当理事ということでございますが，林先生の今のお
話，なかなか耳の痛いところがございました。私自身非常に今の立場で気
になったところ，考えていかなければいけないと思った点を最後に少しま
とめさせていただきたいと思います。
　Planet 50─50が始まり平成42年（2030年）ということですが，早稲田大
学は平成44年（2032年）に女子学生を半分，職員の女性職員を50パーセン
ト，教員を30パーセントということで，50─50から 2年後ですがまだ国際
的なそういう動きから見ると非常に反省すべきところがあると思いまし
た。ただ，数値目標は時限を切って設定しているということで，高い数値
目標を掲げることは簡単ですが，少しずつ足元を固めていくというのが早
稲田大学のこれからの課題ではないかと思っています。
　それから，男性の参画が必要であるということ，これも非常に痛感して
います。ただ，早稲田大学も最近一番変わっているのは学生さんの意識だ
と思いますが，教員・職員の方の意識も変わってきており，男女共同参画
というものが女性のためのものだけではなく，全体に関わってくる問題な
のだということが広く認識されるようになってきていると思いますが，ま
だまだ意識の問題はなかなか難しいところがありますのでそれもこれから
しっかりと考えていかなければいけないと思っています。
　そして，やはりこれから早稲田大学がグローバルユニバーシティとして
世界に羽ばたいていこうという中でやはりこの問題というのは本当に真剣
に考えていかなければいけませんし，先生が最後におっしゃった
toleranceの問題，寛容さというものをいかに身につけて行くのか，それ
が教育の重要な問題であるということ，これも非常に大きな課題として私
たちは明確に認識することができました。
　これに関しては早稲田大学も男女共同参画だけではなく，ダイバーシテ
ィという表現でダイバーシティを推進していこうということも新たな目標
に加わっております。考えてみればダイバーシティというのは，やはりそ
ういう toleranceというものと非常に密接にかかわっていることだときょ
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うあらためてまた認識させていただいたということで私自身大変勉強させ
ていただきました。このような機会を頂戴致しまして非常に感謝しており
ます。
　それから，会場の学生の皆さんから非常に積極的な質問が寄せられたと
いうことで心強く思っております。林先生は国連の場で，私たちは一実践
の場でこれからも早稲田大学でできることをできるだけ目標を高く掲げて
進めていきたいと思っていますので皆さん頑張っていきましょう。という
ことで私のあいさつに代えさせていただきます。本日はどうもありがとう
ございました。
石田：畑先生，ありがとうございました。それでは本日の公開講演会を終
了させていただきます。本日はお集まりいただき誠にありがとうございま
した。
